
 

 

 

 

 

 
 
 
  早くも夏至の日を迎えました。2024年も半年が過ぎようとしております。最近は不安定な天候が続き、5月 28日
（火）の大雨警報発令時や６月１８日（火）の早朝からの大雨の際には、子どもたちのお迎えや安全な登校にご協力
いただき、ありがとうございました。今後も、悪天候等により、急な連絡をさせていただくことがあるかと思いますが、子
どもたちの安全を第一に、ご理解、ご協力をいただければありがたく思います。よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

阿南市立橘小学校 
学校だより №１０ 
令和６年６月２１日 
校長 上原 小代子 

祝 創立 150周年「つなげ伝統 輝け笑顔 未来へはばたけ 橘っ子」 
 

     「輝け！橘っ子」通信 
              学校教育目標「ともに生きる力としなやかに伸びる力をもち、たくましく夢を追求する児童の育成」 

めざす学校 「笑顔・あいさつ・思いやりがあふれる楽しい学校」  

 

 
橘小学校ホームページの 

QR コードです。 

ユレタキャラバン、新しい避難訓練に取り組みました！ 
6月20日（水）、NPO法人減災教育普及協会の江夏猛史さんを講師に迎え、「こどもユレタキャラバン」を実施しました。これ
は、地震の揺れ体験を通して揺れの中でも危険を回避できる力を子どもたちに身に付けさせることを目的としたワークショップ型
プログラムです。当日は、江夏さんから、南海トラフ大地震や中央構造線地震を生き抜くために、「地震を知る・被害を知る・地震の
前に準備しておく」ことが大切だとお話がありました。南海トラフ大地震はマグニチュード９、震度６が予想されており、橘地域では
震度５強の揺れが３～5分続くこと、震度５強の揺れが長く続くと耐震化された建物でも被害がでることを教えてくださいました。 
  続く「ユレタ」訓練では、まず、体育館の天井などから落ちてくると予想される板材などの重さを体験しました。大人一人でも抱
えることが無理な重さに、子どもたちも参加してくださった保護者の皆さんも驚いていました。いざというときはこういったものが
落ちてこないところに一刻も早く避難することが必要だと実感しました。 
また、「ユレタ」というマットを大人 8 人くらいが引っ張り、その上に乗って地震の揺れを体験する訓練では、頭を抱え込む「ダン
ゴムシポーズ」だと体が転がってしまいますが、カエルのように両膝を折っておしりを低く下げ、両手をついて踏ん張る姿勢で周
囲を見渡す「カエルポーズ」だと、何とか姿勢を保つことができることが分かりました。カエルポーズを保ちながら、上からものが
落ちてこないか、どこに逃げればよいかを確認しながら、はってでも逃げる、これからはこういう訓練が必要だとのことでした。  
これらの訓練の後、江夏さんが「体育館の天井からものが落ちてくるような大きな地震が今、起きました。命を守る行動をとって
ください！」と指示したところ、１回目子どもたちは体育館の真ん中に集まって「ダンゴムシポーズ」をとっていました。これまでの訓
練で身に付いた行動をとってしまったのです。同様の指示が保護者や教職員にもありましたが、大人はすぐに外に逃げたり、壁際
に避難したりしました。それを見た子どもたちは、２回目は体育館の外にいち早く避難しようと行動できていました。ただ、低学年は
どうしても避難が遅くなりがちなので、高学年が声かけをしたり、率先避難者として手本となったりする必要性を感じました。 
  これまでの避難訓練を見直す機会となった今回の「ユレタキャラバン」。たくさんの保護者の皆様が参加してくださいました。あ
りがとうございました。学校はこれを機会に、想定される被害に応じた避難の仕方を子どもたちと一緒に考え、備える形の訓練に
移行させてまいります。参加された保護者の皆様からのご意見もをお聞かせいただけるとありがたく思います。 

    
天井からの落下物の重さを体験 震度６・７の揺れをマットで体験。 カエルポーズで危険な場所から避難。 いち早く安全な場所へ避難。 

 
 

 

150周年記念キャラクター「たちばにゃん」 

プール開きをしました！ 
 ６月１９日（水）は、子どもたちが待ちに待ったプール開きの日でした。一番乗りは 1・2 年生。いつも一緒に体
育の学習をしていますが、水泳も一緒です。３時間目、着替えを済ませた子どもたちは、教頭先生とそれぞれの担
任の先生の３人の先生に教えてもらいながら、少し冷たいプールに入りました。最初は少し冷たい水に戸惑って
いましたが、授業後半にはビート板を使ってラッコ浮きをしたり、バタ足をしたりと楽しく学習できました。5校時に
は３・４年生、20日（木）の 2校時には５・６年生も今年度 1回目の水泳学習をすることができました。 
  １７日（月）の全校朝会では、健康体育委員会から水泳学習で気をつけてほしい五つのこと、「プールのきまり
を守ろう」「持ち物や道具を大切にしよう」「体調管理をしっかりしよう」「熱中症に気をつけよう」「目標をもって
がんばろう」の発表がありました。楽しいだけの水泳学習ではなく、安全に気をつけることはもちろん、「バタ足が
できるようになろう」「25ｍ泳げるようになろう」と具体的な目標をもって、がんばってほしいと思います。６月２４
日（月）～７月１７日（水）の月・水・金曜日放課後には、４・５・６年生対象の放課後水泳教室を開催します。多く
の子どもたちが参加し、泳力をしっかり伸ばしてほしいと願います。 

    
水慣れをする１・２年生。 ビート板を使って浮く練習。 ビート板で２５ｍを泳ぐ５・６年生。 バタ足キック対決をする５・６年生。 

 


